
人はみんな、荷物を持っています。それは大小様々で、旅先でどんどん増えていきます。その中身は、なければならない必需品だったり、キラ
キラと光る宝石だったり、呪いのように鞄に引っ付いた御守りだったり、遠く離れた人を想った土産だったり。荷物を抱えた人は、その重さに
疲れて倒れてしまいますが、またそれを背負って立ち上がり歩き出します。どれも人にとって大切な荷物なのです。ある日、旅に出ようと荷物
を預け到着した先で受け取ると、荷物が一つ無くなっていました。その時、僕は行き先が分からなくなり、その場に立ち尽くしてしまいまし
た。ベルトコンベアーに乗って旅に出る僕達は、もうこれ以上、何一つ無くしては、奪われてはならないのです。
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